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令和元年の主な出来事

○令和元年の防災操作状況

○令和元年 台風第19号接近時の操作について

○令和元年 提言取り組み状況について
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令和元年 台⾵第19号接近時 美和ダム操作について（１）
ー気象状況・ダム流⼊量の状況ー

○ 台風第19号の影響により、東日本の広い範囲に激しい降雨をもたらし、各地で記録的な豪雨を観測

○ 美和ダム上流域では、当地域で未曾有の豪雨をもたらした昭和３６年６月災害を超える降雨を記録し、異常洪
水時防災操作に移行する洪水となった

レーダ雨量（10月12日 10:00） レーダ雨量（10月12日 14:00） レーダ雨量（10月12日 18:00） レーダ雨量（10月12日 22:00）

美和ダム美和ダム

順位
発生年月

日

ダム流入
量

同時刻
ダム放流量 備考

（ｍ3/S) （ｍ3/S)

1 S57.8.1 1321 563 台風10号

2 S34.8.14 1182 306 台風7号

3 R1.10.12 887 442 台風19号

4 S36.6.27 741 742 梅雨前線

5 S57.9.11 664 465 台風18号

ダム最大流入量

降雨状況の比較
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6時時点予測
8時時点予測
10時時点予測
12時時点予測
14時時点予測
16時時点予測
18時時点予測
20時時点予測

令和元年 台⾵第19号接近時 美和ダム操作について（２）
ー異常洪⽔時防災操作の状況（予想）ー
○ 美和ダムでは、予測雨量をもとにダムの流入量や水位を予測し、ダム操作を実施

○ 台風の影響により、強い降雨が長く継続することが予測され、操作規則に基づく防災操作を継続した場合、洪
水調節容量を使い切る見込みとなった

○ 洪水調節容量を使い切った場合、下流河川の水害リスクが高まるため、住民の避難等の措置に必要な時間
を考慮して緊急性が伝わる通知を関係機関に行い、異常洪水時防災操作を実施

実績最大流入量
887m3/s（19時30分）（予測）

最大流入量
６９４m3／s

【２３時に到達】

（予測）
最大流入量
８４５m3／s

【０時に到達】

（予測）
最大流入量

１，０６９m3／s
【２３時に到達】

（予測）
最大流入量

１，３１７m3／s
【２３時に到達】

（予測）
最大流入量

１，４２９m3／s
【２３時に到達】

（予測）
最大流入量

１，０７９m3／s
【２２時に到達】

（予測）
最大流入量
９４２m3／s

【２２時に到達】

21:30
異常洪水時防災操作に移行
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（予測）
最大流入量
８７０m3／s

【２２時に到達】

実績雨量と予測雨量、予測最大流入量の変化

６時時点 ８時時点 １０時時点 １２時時点 １４時時点 １６時時点 １８時時点 ２０時時点



令和元年 台⾵第19号接近時 美和ダム操作について（３）
ー異常洪⽔時防災操作の状況（関係機関・河川利⽤者等への情報発信）ー
○ 避難に必要な時間を確保できるよう３時間前から異常洪水時防災操作の放流通知を実施

○ 通知の前に各首長に河川・ダム双方から直接電話（ホットライン）により、河川水位・ダムの状況を説明

○ 報道機関に対して、異常洪水時防災操作移行開始時間について、記者発表を実施。TVにて放映あり。

○ 異常洪水時防災操作実施前には、河川周辺にサイレン・スピーカーにより警告

○ 異常洪水時防災操作移行について、ＳＮＳを活用した情報発信も実施

報道機関へ送付、HPに掲載
（異常洪水時防災操作

開始予定時刻）

操作移行の約３時間前、１時間前の計２回、
下流沿川市町村長にホットラインにて状況説明を実施

異常洪水時防災操作移行前
には、サイレン、スピーカー、
情報表示板を用いて、下流河
川の沿川にて警告を実施

10/12

16:00～
16:30

ホットラインによる首長への情報提供（１回目）
（伊那市をはじめ１０市町村）

・１６：００から天竜川の上流市町村→下流市町村の順に
電話連絡〈各自治体約１～３分程度〉

20:30～
21:15

ホットラインによる首長への情報提供（２回目）
（伊那市をはじめ１０市町村）

・２０：３０から天竜川の上流市町村→下流市町村の順に
電話連絡〈各自治体約１～３分程度〉

関係機関へFAXにより通知
（異常洪水時防災操作への

移行３時間前） 4



令和元年 台⾵第19号接近時 美和ダム操作について（４）
ー異常洪⽔時防災操作の状況（他機関が実施した緊急時の情報発信）ー

○ 防災無線による情報発信

○ エリアメール、緊急速報メールによる避難情報の発信

○ 事前登録者へメーリングリストを用いた避難情報の発信

○ 全国的な異常洪水時防災操作に関する報道に加え、地域ケーブルテレビによる報道

○ 自治体からの避難情報（避難勧告、避難指示）の発表

防災無線により、避難に関す
る情報を住民に呼びかけ

伊那市ケーブルテレビでは、伊那市が発信した防災メールをシステムが受け取り、放送中に文字割り込みで
防災メールの内容を表示した

防災メーリングリストによる
住民への周知（飯田市）

エリアメールによる住民への周知
（伊那市）
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(mm)

令和元年 台⾵第19号接近時 美和ダムの操作について（５）ー出⽔概況図ー
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洪水時最高水位 815.0m

異常洪水時防災操作開始水位 812.6m

(m)

計画最大放流量 450m3/s

予備放流水位 803.8m3/s

貯水位 m

流入量 m3/s

放流量 m3/s

首長へのホットライン

関係機関への周知

洪水量 200m3/s

01:00 異常洪水時防災操作終了

21:30 異常洪水時防災操作開始

17:37 開始見込み通知

20:00 開始見込み通知

21:30 開始通知

16:50 18:3219:12
20:41

21:01

最大流入量 887m3/s
（10月12日19:30） 最大流入量 479m3/s

（10月12日23:50）

①

②記者発表実施（19:15)

③台風情報を基に、
長野県企業局の発電と連携して
ダム水位を事前に低下させた

④最大放流量 479m3/s
（予測は約810m3/s）

（10月12日23:50）

① 美和ダム流域では、「昭和３６年災」を超える約330mmの（総雨量）の降雨を記録
② 住民の命を守る行動に向けた情報発信を実施したのち、異常洪水時防災操作を実施
③ 台風接近に伴い、長野県企業局（発電）と連携して美和ダムの水位を事前に低下
④ 異常洪水時防災操作は、洪水を確認しながら、急激な放流をできる限り緩和して実施

②河川・ダム 両事務所長から
首長へのホットライン（20:30）

・操作移行の可能性、
・避難に関する各種助言等

②河川・ダム 両事務所長から
首長へのホットライン（16:00）

・操作移行の可能性、
・避難に関する各種助言等
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氾濫危険⽔位 H=1.60m
避難判断⽔位 H=1.40m
氾濫注意⽔位 H=0.90m
⽔防団待機⽔位 H=0.50m

沢渡⽔位観測所(伊那市沢渡地先)

実績⽔位 1.26m
10/12 23：00時点
水位低減効果量

約50cm

河川⽔位 低減効果

令和元年 台⾵第19号接近時 美和ダムの操作について（６）
ー美和ダム（天⻯川⽔系︓三峰川）の再開発についてー

〈現在の貯水池容量配分図〉

〈再開発前の貯水池容量配分図〉

洪水調節容量 1,340万m3

発電容量 1,035万m3

（不特定かんがい 400万m3 ）

制限水位 EL 808.0m

堆砂容量 659万m3

常時満水位水位 EL 815.0m

69
.1
m

死水容量 262万m3

予備放流水位 EL 805.5m
予備放流容量 302万m3

美
和
ダ
ム

最低水位 EL 796.5m

ダム天端高
EL 817.6m

発電容量280万m3を
洪水調節容量に振替

再開発事業による洪⽔調節容量増強

○ 今年の5月に美和ダム再開発事業により約280万m3洪水調節容量を増強（約20％増強）

○ 美和ダムでの防災操作の実施により、最大約1,480万m3の水を貯留し、ダム防災操作がなかった場合と比較し
て、ダム下流の沢渡（さわんど）地点の水位は、約50cm低下したものと推定

○ 天竜川沢渡地点では、ダムがない場合に、氾濫危険水位を上回ることを回避

○ 天竜川では、避難判断水位を超過する地点はなく、洪水による一般被害は発生しなかった

ダム操作が無かった場合の⽔位
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 大規模氾濫減災協議会へのダム管理者の参画

 市の広報誌によるダム情報の発信

 異常洪水時防災操作の説明とともに、タイムライン・ホットラインについて首長へのトップセミナー

 毎年実施する放流連絡会において、異常洪水時防災操作・タイムラインの説明

 市町村別のタイムラインの作成と個別説明

 防災意識を高めるための地域住民への働きかけ

 ウェブによるダム情報の発信

令和元年 提⾔の取り組み状況について（１）
ー提⾔後の対応（平常時からの取り組み）ー

【天竜川水防DAY】
水防に関する関係者を一同に集め、

関連会議を同日開催
（大規模氾濫減災協議会、放流連絡会など）

8

ホームページ及び
ＳＮＳ（Ｔｗｉｔｔｅｒ）にて
ダム情報の発信を実施

ダム版タイムライン（関係市町村毎に作成）



情報表示板の掲載の工夫
通常時よりも
切迫感のある周知内容の表示

• 異常洪水時防災操作をシナリオに取り入れた関係市町村との
合同防災訓練

• 地元の防災協議会と連携した 情報収集訓練 など

• 防災教育の場として、 美和ダム
を活用しやすい環境整備の推進

• 地元の小学校へ学習フィールド
の提供や出前講座の呼びかけ

• わかりやすくダムの機能を理解し
てもらうため、説明資料の充実
など

令和元年 提⾔の取り組み状況について（２）
ー今後の取り組みー

○ 他機関との連携訓練の充実

○ 住民説明の充実や防災教育の充実

○ 切迫感をもって緊急性が伝わる情報発信の充実

○ ダム操作の高度化に向けた予測精度の向上

9



〇日時・場所
令和元年度9月1日（日）

9:00～9:45 小長井地区（川根本町文化会館）
10:15～11:00 藤川地区（藤川地域振興センター）

〇参加者
小長井地区：約170名、藤川地区：約200名

〇内容

ダム管理所長から長島ダムの役割と、平常時、洪水時、
緊急時におけるダムの操作について説明し、

■ダムにも限界があり、異常洪水時防災操作とならざる
を得ないときがある

■異常洪水時防災操作に入る前には、少なくとも浸水
想定区域内の住民は全員避難が必要

■「自分は大丈夫」という考えはもはや間違い。誰でも
災害に遭遇する可能性がある。早めの避難が重要

などの説明を実施。

参加者からは、 「長島ダムの働きを理解できた」
「自宅の周りに浸水や土砂災害の危険性があり、

洪水時に心配だ」 などの声があった。

小長井地区での説明状況

藤川地区での説明状況

取組事例：ダムの操作に関する情報提供等に関わる住民への説明（長島ダム）

○ 静岡県榛原郡川根本町の防災訓練のプログラムの１つとして、講演会「長島ダムの役割といざと
いうときの避難」を開催。ダムの役割と限界、異常洪水時防災操作と早めの避難の重要性につい
て住民に分かりやすく説明

10



洪水調節機能等の充実に向けた取り組み （水資源機構）
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(1)より効果的なダム操作等による
洪水調節機能強化

貯留ダムでの堆砂除去工事

堆砂除去工事等の維持管理

阿木川ダム事前放流要領策定（H23年）

(2)住民等の主体的な避難促進

浸水想定区域図
作成（岐阜県）

ダム操作に関する住民等説明 放流警報設備の改良

自治会単位での説明会実施
（阿木川ダムの例） 堤内地側へのスピーカー増設

(3)自治体による避難勧告等の適切な発令の促進

トップセミナーの開催（味噌川ダムの例）

関係機関連絡体制強化

避難勧告着目型タイムライン（恵那市）

防災操作連絡会（会長：木祖村長）

〔自治体〕 恵那市長
〔河川管理者〕 岐阜県 恵那土木事務所長
〔ダム管理者〕 阿木川ダム管理所長

◆ホットラインの確立（阿木川ダムの例）

HP上のリアルタイム情報

(4)地元への情報提供

取組事例：洪水時のダム貯水池の状況を伝えるための手段の充実（水資源機構）

想定最大規模（Ｌ２）



実施期間 節水率等

4/12～ 4/23 農水5％、上水5％、工水5％

4/23 ～ 4/26 農水10％、上水10％、工水10％

4/26～ 5/23 農水15％、上水15％、工水15％

5/23 ～ 6/18 農水10％、上水10％、工水10％

洪水調節機能等の充実に向けた取り組み （水資源機構）令和元年 豊川水系における渇水時の対応（水資源機構）

○ 豊川水系では１月からの降水量が例年に比べ少ない
状態が続き、河川流量が減少し、宇連ダム・大島ダム
等から、補給し貯水量が減少

○ 4月12日～6月18日（67日間）に、最大15%の節水対策
を実施
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洪水調節機能等の充実に向けた取り組み （水資源機構）
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令和元年度 豊川水系における渇水時の対応（水資源機構）

○ 水資源機構豊川用水総合事業部では、報道関係者への渇水現地説明会を開催し、報道を通じて
節水協力を呼びかけ

○ 無断で湖底へ降りるなどの危険行動防止への対応

○宇連ダム：34年ぶりに貯水率ゼロ

○湖底の昔の橋梁が出現

令和元年5月19日撮影

○報道関係者への説明会(5月17日）

○見学者の増加（5月19日）

テレビ６社 新聞８社


